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図 5.  大牟田市石炭産業科学館（全景）
（資料出所）大牟田市石炭産業科学館ホームページ（http://www.sekitan-omuta.jp/）



































令和 2 年度 石炭館名誉館長連続講座 
第 21 回　炭都写真コンテスト作品展・思い出のスナップ写真展 
連続講演会「第 3 回三池炭鉱掘り出し物語」
「一家に 1 枚」ポスター プレゼント
世界遺産登録５周年記念『三池港と洞海湾～「明治日本の産業革命遺産」企画展３～』
文化の日　石炭館無料公開（11 月 3 日）
第 8 回　炭都芸術祭 in 大牟田　
連続講演会「第 2 回三池炭鉱掘り出し物語」
第 21 回　葦ペン画展　


























表 3.  ドキュメンタリー映像作品の概要
タイトル 内　容 上映時間











炭都シンフォニー 三池炭鉱からの声 熊谷博子監督による大牟田のまちの再生物語 100分
続編　三池　海と港の物語 大牟田のまちが炭鉱とともに発展する中で、どのように海や港とかかわってきたかをまとめた作品 30分
（資料出所）大牟田市石炭産業科学館提供資料をもとに作成。










4 三池争議 　それぞれの証言 1　闘いの表と裏





10 松尾蕙虹さんが語る三池炭鉱 2　CO 患者と家族の日々
11 武松輝男さんが語る三池炭鉱























































































































































































































































































































































































































2） 梅崎・ 田口（2012, 2013, 2014）、田口・梅崎 





















7） 福岡県公共図書館等協議会（2020）「令和 2 年
度福岡県公共図書館等概況」p.9。
















12） 朝日新聞（2020 年 1 月 30 日）「1963 年　戦後
最悪の労災「三井三池三川炭塵爆発」」。
13） 朝日新聞（2020 年 11 月 10 日）「三井三池炭塵
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